


















1. 『フランスブラックユーモア選』 共編著 昭和56年３月 ユニテ
2. 『フランセ・ファスィル』 共著 平成９年４月 ユニテ
3. 『フランセ・ファスィル　第２版』 共著 平成12年４月 ユニテ
4. 『ひとはなぜ暴力をふるうのか』 共著 平成15年12月 梓出版社






2. 「サドにおける想像力」 単著 昭和55年１月 愛知大学文学会「文学論叢」第
63輯






















9. 「1989年のサド」 単著 平成２年３月 愛知大学文学会「文学論叢」第
93輯
10. « Une lecture de Mauprat de George Sand: à la 
recherche de l’identité perdue »
単著 平成４年３月 「愛知大学研究室報」第16号
11. 「サド研究の現在」 単著 平成４年７月 愛知大学文学会「文学論叢」第
100輯


























































3. （書評）「秋吉良人『サドにおける言葉と物』」 単著 平成14年６月 「日本18世紀学会年報」第17号
4. （書評）「秋吉良人『サド──切断と衝突の哲学』」 単著 平成20年３月 「図書新聞」2860号（2008年３月
１日号）
5. （報告）「外国語授業での iPhoneと iPadの利用」 単著 平成25年３月 愛知大学情報メディアセンター
『COM』第38号



























7. サドの政治パンフレット４編 単訳 平成９年３月 愛知大学外国語研究室「外語研紀
要」第23号
8. ピエール・ダルモン『癌の歴史』 共訳 平成９年11月 新評論
9. サドの政治パンフレット５編 単訳 平成11年９月 愛知大学語学教育研究室「言語と
文化」第１号
10. ピエール・ダルモン『人と細菌』 共訳 平成17年10月 藤原書店
11. ミシェル・ヴィヴィオルカ『暴力』 単訳 平成19年11月 新評論
